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新しい年度のスタートです。私達教員も子ども達も、新たな気持ちでスタートできる大切なスタート

ラインに立っています。日本では春(オーストラリアでは秋)、「やるぞ！」という勇気が凜々と湧き出る

季節でもあります。心新たに夢を抱いて、新しい先生、新しい教室、新しい仲間、新しい教科書、いよい

よ補習校が始まりました。 

今年度の合言葉は『つなぐ』（手と手をつなぎ、心と心をつなぎ、みんなで助け合う、みんなの笑顔の

ために）です。何か問題が起きたときや新たなことに挑戦をするときにみんなで心をつないで考えを出

し合い、助け合い、解決していきましょう。その時に一番大事なのは、「やさしさ」だと校長先生は思い

ます。 

始業式では、ほとんどの子ども達が「友達との出会い」をとても楽しみにしていました。友達を大切に

することは自分を大切にすることにつながると思います。また、社会に出て大切なのは「信用・信頼」、

人との「出会い」だと思います。そして、自分も周りも幸せにできる人になってほしいと願っています。

そのためには、「感謝」の思いを常にもつこと、「思いやり」の心で行動することが大切です。補習校生

活の中で、「人の役に立つ喜び」を感じ取ってくれたらと思います。子ども達が元気で楽しく補習校での

生活が送れるように努めてまいりますので、ご協力とご支援のほどよろしくお願い致します。 

 

 

 

今年のテーマは「心と心をつなぐ」です。「子ども達・先生方・保護者の皆様」が、あたたかくつながっていけ

ば、必ず子ども達の未来につながっていくと思います。そこで、次の２つに重点を置きたいと考えています。 

〇「学習」は、先生や友達の話をよく聞き、自ら学びたいという意欲（こころ）につなぐことが大切です。 

〇「友達」は、相手の気持ち（こころ）を考えて行動すれば、心と心をつなぐことができます。 

～児童生徒のみなさんには、次のことを実行してほしいと思います～ 

① １時間の授業で「これは理解できた」と言えるようにしましょう。 

② 友達を大切にするためには、「おもいやりのことば」をつかいましょう。 

 

 

 

【補習校で何を学ぶのかをしっかり考えさえるために】 

１．学習にふさわしい服装をしましょう。 

服装は、日焼け予防の面からも肌の露出を控え（肩、おなか、背中の出ないもの）、安全のため現地校のスク 

ールシューズや運動靴を勧めます。また、サンダルやヒールのついている靴、クロックスは禁止とします。 

２．携帯電話は補習校では必要としないため、登校後、校舎に入る前に電源を切ってカバンに入れましょう。 

令和５年度 新入生が入り、新たにスタートしました！ 

補習校でのルールを守りましょう！ 

今年のテーマは、「心」をつなぐです！ 



4月２９日 こどもの日集会 

5月１３日 保護者会総会 

授業参観（１時間目：幼稚部、小学１～３年、 

４時間目：小学４～６年、中学部の予定） 

５月２０日 社会科学習日（8：50～9：10） 

６月１０日 理科学習日（下校 14：30） 

      避難訓練 

6月１７日～教育相談開始（希望者） 

６月２４日 １学期終業式、海外子女作文コン 

クール原稿〆切 

授業後、校舎外に出るまでカバンから出しません。 

※補習校も現地校と同じで携帯電話は必要ありませんので、「カバンに入れていない場合や使用している場

面を見た場合」は預かり、保護者の方にお渡しします。 

３．補習校では、日本語で話しましょう。 

週に一度の土曜日、せっかく日本語で学ぶ機会です。休み時間にも、友達に伝えたいことを日本語で話すよ

うにしましょう。ご家庭でも、「英会話禁止！」ではなく、「日本語で話そう」と呼び掛けてください。 

４．学習に関係のないものは持ってこないようにしましょう。 

盗難や紛失については、学校では責任が取れませんので持たせ方を家庭でご判断してください。 

 

 

 

校 長 直塚 裕典         教 頭  大高 和子        教務主任  髙橋 清美  

幼稚部    竹下 幸恵、助手 田村 奈央 

１年 1組   一宮 香、 助手モーガン 梨英子  １年 2組  田中 美鈴、助手 ホドソン 位枝 

2年 1組   スモーリー 安佐             2年 2組 赤田 卓美 

3年 1組    トンプソン 正子                3年 2組 髙橋 清美 

4年 1組    中尾 みどり                   4年 2組 大森 雅弥    

5年       ウードル 朋子              6年     イオン 沙織 

中学 1年    ドネリー 由利香（専科：国 クリソウド 玲子、数 ドネリー 由利香） 

中学 2年   クリソウド 玲子（専科：国 クリソウド 玲子、数 ドネリー 由利香） 

 中学 3年   大高 和子 

※今年度は、中学 1、2年生のみ、教員の専門性を生かすために教科担任制です。 

            

登   校           8時 45分までに   

全校朝会・学級活動  8時 50分～ 9時１０分 

          第１校時      9時 1５分～ 9時 5５分      

        第２校時    10時 05分～10時 4５分 

        第３校時    1０時５５分～11時３５分 

          第４校時    11時 45分～12時 25分 

《理科学習,または補講を実施する日》 

第５校時    1３時 00分～13時 40分 

   第６校時    13時５０分～14時３０分 

※下校時間は、午後の授業がない日は１２時２５分、 

午後の授業がある日は１４時３０分になります。 

 

 

〇補習校では、朝の登校時間に担任は教室で子ども達を迎えるようにしています。 

週１回の補習校ですが、朝はとても大切な時間だと考えています。 

〇先日は、学級ガイダンスにご参加いただき、ありがとうございました。担任の先生とお会いされ 

て安心されたのではないでしょうか。何かありましたら、担任の方までご相談ください。 

  〇朝の時点で、帰りの待ち合わせ場所や時間を相談しておくことをお勧めします。 

  〇休み時間には、借用校のご厚意で体育館を開放しています。見守りボランティアを募集中です。 

２０２３（令和５）年度 ブリスベン校 教員紹介 

ＢＮＥ補習校の日課表 一学期の予定 

保護者の皆様へ(ご連絡) 
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【見守りボランティア募集中】 

保護者の皆様へ 平素より補習校の運営にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

2020年度より St. Aidan’s校を借用して以来、運動場や広場がなく、子ども達が外で休み時間に伸び伸び

と過ごすことができないことが課題のひとつでした。昨年度の後期より借用校のご厚意で休み時間の体育館

使用の許可をいただいています。昨年度は、保護者の方にボランティアとして休み時間の体育館の見守りにご

協力していただき、子ども達は大変喜び、感謝していました。 

今年度も「ボランティアの方を募集」したいと思いますので、ご協力していただける方は補習校事務所へ四

月末までにご連絡をいただければ有難く思います。ボランティアの日時については、ボランティアが可能な方

からのご連絡をいただいた後に相談させていただきますので、今回はご協力していただけるかどうかのご連

絡をお願いいたします。以下の休み時間のどの時間帯でも構いませんので、宜しくお願い致します。 

ご連絡先：補習校事務所 メールアドレス hoshuko@jc-b.com 

〇１時間目の休み時間（幼稚部、小学１・２年生） ９時５５分～１０時０５分 

〇２時間目の休み時間（小学３・４・５年生）  １０時４５分～１０時５５分 

〇３時間目の休み時間（小学６年生、中学部）  １１時３５分～１１時４５分 

 

【心あたたまる入学式を行いました】 

4月１５日、入学式を実施しました。式にはご来賓としてブリスベン日本国総領事館首席領事、増田智

恵子様、ブリスベン日本商工会義所会頭、宇山史剛様、ブリスベン日本クラブ会長、木原忠司様にご臨席

いただき、さらに多数の保護者の皆様も参加して、静粛な中にも明るい雰囲気の式典となりました。今後

とも保護者の皆様のご協力をお願いします。 

 

 

 

【新入生代表 誓いの言葉】 

《幼稚部・小学部一年生代表》 

【しんにゅうせい ちかいのことば】 

ぼくたち、いちねんせいとようちぶは、ほしゅうこうをとてもたのしみにしていました。 

ぼくは、こくごをがんばって、ゾロリとおしりたんていとドラえもんのほんがじぶんでよめるようになりた

いです。わたしは、かんじやさんすうをがんばって、あたらしいことをたくさんおぼえたいです。 

４がつ１５にち      しょうがくぶいちねん  みつぎ とも、なかむら あおい 

 

《中学部一年生代表》 

長かった夏も終わり、すがすがしい秋風とともに、私たち中学部十二名、小学部三十八名、幼稚部二 

十名は、ブリスベン補習校で新たなスタートを切りました。今日は私たちのために、このような立派な

式をとり行っていただき、ありがとうございます。 

 私の中学部での目標は、学校の代表としてたくさん活躍する機会を持つことです。幼稚部、小学部の

人たちに、「あんな上級生になりたいな」と思ってもらえたらうれしいです。 

 補習校が私にくれた一番のものは、パブリックスピーチへの自信です。小学校三年生の時、朝会では

じめて全校生徒の前で発表をしました。短い文章でしたが、きちんと発表できたことで、パブリックス

ピーチが好きになりました。六年生では、学校行事でスピーチをする機会がたくさんありました。運動

会の応援演説や補習校祭りでのタレントショーの司会をしました。どれもとてもいい経験になりまし

入学式「誓いの言葉」「歓迎の言葉」 
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た。補習校でついた自信は、現地校でもとてもいい影響がありました。スピーチコンテストに出たり、

吹奏楽のキャプテンとして、何度もコンサートの司会をしました。ハイスクールではスクールキャプテ

ンに挑戦したいです。補習校でがんばった結果、身に付いたものが今の私をささえています。 

 補習校では同じようにがんばる仲間との出会いもありました。そんな仲間と取り組んだ運動会、補習

校祭り、かるた大会など、忘れられない思い出がたくさんあります。これからも中学部でたくさん楽し

い思い出を作っていけると思うと、とても楽しみです。 

 私たち新入生は、ブリスベン補習校で日本語での学習に全力で取り組み、学校行事を全力で楽しみま

す。また、仲間との絆を育て、充実した学校生活を送ることをここに誓います。 

 

  最後になりますが、校長先生をはじめ、先生方、保護者の皆さまに、これからの補習校生活へのご指

導、サポートをお願いし、代表のあいさつとさせていただきます。 

令和五年四月十五日              新入生代表 和田 美亜 

 

【在校生代表 歓迎のことば】 

幼稚部、小学一年生、中学一年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。そして、保護者の皆様、本

日はおめでとうございます。オーストラリアの 4月は秋、快適な時期に補習校の新学年を迎えます。 

 幼稚部の皆さん、初めての補習校、どんな気持ちですか？新しい学校を始めるのは少し怖いかもしれ

ないけれど、たくさんのことを学んだり、友達を作ったり、色んな楽しみが待っています。幼稚部では、

色々なゲームをしながら言葉を覚えて、文字を読んだり書いたりできるようになります。そして、補習校

祭りや運動会などの補習校独自の学校行事も楽しんで欲しいです。 

 小学一年生の皆さん、今年からは新しい科目が増えますね。これから毎年もらえる新品の教科書は、日

本の子供たちが使っているものと同じです。一年生は幼稚部と違って、漢字を習います。もう先生やおう

ちの人から聞いているかもしれないけれど、今年からは、毎週漢字テストがあります。私も、最初は、百

点を取れるかどうかが不安でしたが、何度も繰り返し練習していたら、だんだん自信がついてきました。

補習校の算数は、現地校のものより少し難しいので、最初はちょっと嫌かもしれないけれど、コツコツ勉

強したら、いつか自分のためになると思います。私は、補習校で算数をやってきたおかげで、現地校の勉

強が簡単に感じることがあります。休み時間は友達と仲良く遊んで、これからの小学校六年間を精一杯

楽しんでください。 

 そして、中学一年生の皆さん、これからは補習校の上級生です。小学校の生徒達の見本になるために、

一生懸命頑張ってください。この三年間は、運動会や補習校祭り、全校朝会のスピーチなどで、これまで

に見てきた中学生と同じように、学校行事を盛り上げたり、みんなを引っ張っていったりする機会がた

くさんあると思います。私は、小学一年生から補習校に通っていますが、何度もやめたいと思ったことが

あります。皆さんもきっと、同じように思ったことがあるはずです。宿題をやりたくない時や、授業が楽

しくない時もあるかもしれません。そんな時には、周りのクラスメートや友達、先生たちが支えてくれる

と思います。毎週土曜日に、現地校では会えない友達と話せると思うと、もっと補習校生活が楽しくなる

と思います。 

あっという間に時間が過ぎて、中学三年生の私たちにとって、もう最後の一年です。これから一年間、

最上級生らしく、下級生を引っ張って行く存在でいたいと思います。新入生の皆さんも、ここにいる仲間

たちと共に学び、自分の目標に向かって頑張って下さい。 

以上を持ちまして、在校生代表の歓迎のあいさつとさせていただきます。 

令和 5年 4月 15日 

在校生代表 中学部三年 クルーズ小雪 



≪校長より≫みなさんの成長がとても楽しみです。今の気持ちを大切にしてください。心配なことがあ 

れば、先生やお友達、そして、お父さんやお母さんにすぐに相談してください。 

 

【入学式の様子より】 

 

 【学級ガイダンスの様子より】 

 

【最後に】 

 

     子ども達は、週に一度補習校に通っていますので、有意義な補習校生活になればと考えています。 

歓迎の言葉に、「補習校では同じようにがんばる仲間との出会いもありました。そんな仲間と取り 

組んだ運動会、補習校祭り、かるた大会など、忘れられない思い出がたくさんあります。これから 

も中学部でたくさん楽しい思い出を作っていけると思うと、とても楽しみです。」とあります。 

保護者の皆様と助け合いながら、子ども達を励まし、成長させたいと思いますのでご協力のほど 

よろしくお願いいたします。 


